



1. はじめに 4. 地域の「平和学習」としての展開
2. 「平和学」の大学における展開 5. 大学の公開講座としての展開














































岡本三夫「米国の大学における平和学講座J『TheJournal of Arner can and Canadian Sudies~ 
No. 1 SOPHIA UNIVERSITY, INSTITUTE OF AMERICAN AND CANADIAN STUDIES 
1988年。
岡本氏が紹介する一例としてオハイオナMのエイクロン大学平和学センターが提供している Certifi-
cate in Peace Studiesの内容をみるとの次のような構成になっている。
認定可能科目 AcceptableCourses 
平和学特講 SpecialTopics in Peace Studies (1～3単位〉
平和と戦争の価値概念 ValueConcepts on Peace and War (3〕
平和学自主研究 IndependentStudy in Peace Studies (1～3〕
人権概念論 Introducionto Human Rights Concepts〔3)
比較経済システム ComparativeEconomic System (3) 
途上国のための経済開発と計画 EconomicD巴velopmentand Planning for Underdeveloped Co・
untries (3) 



















特講「大量殺毅文学」 SpecialTopics: Literature of Holocaust (3〕
英文学演習（反戦小説，第一次大戦文学〕 Seminarin English Literature (Antiwar Novel, Wo・
rld War I Literature〕（3〕
地理学概論 Introductionto Geography (3) 
平和と戦争「歴史的展望」 Peaceand War: Historical Perspective (3) 
1919年までの米国外交 U.S. Diplomacy to 1919 (3〕
1914年以来の米国外交 U.S. Diplomacy since 1914 (3) 
米国，ラテン・アメリカ，帝国主義 TheU. S. Latin America and Imperialism 〔3)
戦争と西洋文明 Warand Western Clivilization (3) 
米国外交政策 AmericanForeign Policy (3) 
国際政治と国際機関 InternationalPolitics and Institutions ( 4〕
比較外交政策 ComparativeForeign Policy (3) 
行動の動機と力学 Motivationand Dynamics of Behavion (3) 
文化人類学 CulturalAnthropology (4〕





















































た考えではなく，「構造的暴力Jstructural violenceに対する「積極的平和」 positivepeace 
の推進・確立であり， Bにあげられているテーマは「正義ないし公正」としての justiceと結



































































Helena Kekkonen : The Windo叫 intothe Futuγe. 
I礼：ternationalE色。clopediaof Educatio託．






聞大 129 28( 35講座〕 21. 7% 
私大 331 36( 52講座〉 10.9% 
短大 543 22( 26講座〉 4.1% 

































区分 l年次｜級［ 日 ！単位品一J ヰ
展望ム二 i文｜平 和
二｜文！国 際 者士 メz全z~ 
ニ｜文 l社会学原論 ；霊 礎 理 重I4 会 止－さr' 
二｜文 l社会調査方法論 ：護 礎 言I4 討す
二｜文｜国 際 関 係 論 Iz 
二（文！核 兵 器 と 人 類 Iz 
ニ｜文｜社 ~ をS
一 ｜ 文 ｜ 東南アジア社会論a東南アジア社経会済論論 ｜ 
bフィリピン
二 ｜ 又 ｜ 公 害 a公 Z 論 1
国 詞 b原子 問極 4 
二｜文｜第 世ー 界 論 Iz 
選 ニ｜文 l世界 γ ス ア ム 論 Iz 
際
ニ｜文｜アフロ・アメリカ社会論 Iz 
二i文 l解 放 <T) 宇中
平 二 i文｜科 《すu.ー 投 術 論 Iz 
二［文 lェ コ ロ ジ
択
ニ l文！フ .:t. 、 一 ズ弔日
二｜文｜マ イ ノ リ ア イ
二 ［ 文 ｜ 韓 国 社 3:』:; 論 Iz 
山守込
二｜文｜在 日 外 国 人 論 Iz 
必
ニ｜文 l韓 国 （朝鮮〉文
二 i文！社会学原論t室 礎 現コ JコE~ 学
ニ｜文｜社会調査方法論；義 礎術 議14 
ニ ！ 文 ！ 外 国 事 情（米国） I 4 
二｜又！外 国 苦事 情（英国） I 4 ｛彦
ニ｜文｜外 国 事 情（韓国） I z 
一｜文！日 本 事 ’情
ス －｜文 Is 本 事 I青 D I 2 
ニ i文｜社会調査実習C国際平和学現場研修｜ 2 
ニ｜文｜社会調査実習D国際平和学現場研修 12 
ニ｜文 i国際平和学持講ム Iz 
二｜文｜国際平和学持講 B I 2 
二 i文［国際平和学持議 cI 2 



































124 立教経済学研究第44巻 第2号 1989年
表 4 海外研修旅行日程（1987年〕
月・日／曜日 プ ロ グ ブ ム 宿 f自
〔第1臼日］ ｜午前9時大阪国際空港にて集合， 11時10分自発，午後2時20分（時 lNCCP 












































































































































































































































戦後文学論 兵藤正之助 松本竣介 尿田光 大｛弗次郎 村よ光彦
関東学院大学教 人間と芸術の名に 県立近代美術館 「天皇の世紀Jを成際大学教授
捜 よるフ。ロテスト 学芸員 めぐって
十五年戦争と戦中村尚美 高村光太郎 村上光彦 河上肇 住谷一彦
社会 早稲田大学教授精神に於けるオオ 成際大学教授 非戦平和の思想家立教大学教授
ロラの発光
1940it代の美術｜水潤 矢内原忠雄 矢内原伊作 植村正久 加藤常昭
ーリアリズ、ムの1比県立近代美術結 アジアの同肪の平 法政大学教長 日本近代化のかく 雪の下教会牧師
路一 学芸員 平日のために れた担い手
！日憲法と新憲法 本国尊正 安部磯雄 中村尚美
青山学院大学教 ヒューマニズムと 早稲田大学教 社会主義からファ 早稲田大学教授
j受 社会主義 シズムヘ
戦争と平和と国民牧野富夫 内村鑑三 田村光三 野間宏ほか 兵藤正之助
生活 日本大学教授 義戦論から絶対非 明治大学教授 自分史のなかでの関東学院大学教授
戦平和主義へ 出会い
戦争の意味・戦後久保田順 山本周五郎 木村久遡典 山川菊栄 江刺昭子
の意味を問う 立教大学教授 『小説日本婦道記』 青山学院女子鰹女性の立場から 女性史研究家
一世界と日本一 にみる戦争観 大教授
幸徳秋水 久保田順 石川啄木 藤井信乃
映画「きけわだつ 優 『廿世紀之怪物・ 立教大学教授 その思想 星美学園短大教授
みの芦Jによせて 帝国主義』を読む
フォーラム〔私た フォーラム〔私た 金子光騎 藤井信乃

















































































表 8 第 J;期法政平和大学（1983年度〉
講 演 映 函







































































































































































































































































他との関わりを見極めていかなければならな＼， ¥ 0 次に重要なことは，そうした個人を「社会化」する
ことである。グループで学習会をもったり，学校教師や青少年団体，市民団体のリーダーに働きかけ
たり，自分の住む地域でできることは数限りなくある。さらに途上国の人々と連帯する活動（開発協
力など〉を進めたり，それに加わったりすることができればよい。こうしたことは個人の自覚を検証
することにつながる。 『開発教育』はその意味で新しし、価値観の創造を促す概念でもあるJ
「国際平和論」諸領域での展嗣 137 
な現場からの声を聴くところにあった。幸いなととに私の周辺では，ぞうした現場での営為が
各種のレベルで試みられており，かつ遠近とりまぜて点在しており，臨場感を含めて現場から
発信される情報や資料乞啓発ぐるみ頂戴しながら拙稿を認めることができた。
まず先駆的なお仕事振りを現場に展開された四国学院大学・岡本三夫教授，そして私の院ゼ
ミの出身者で現在，岡本教授のもとでご指導にあずかりながら「国際平和学コース」を共に荷
なっている若手の二人，横山正樹氏（四国学院大学助教授，「東南アジア社会論」「公害論」な
どを担当〉， 戸崎純氏（東京都立商科短大助教授，四国学院大学非常勤講師として「第三世界
論」「世界システム論J担当）の方々からのご教示に深謝いたしたい。また私の院ゼミに参加
してすでに 6年にもおよぶ赤石和則氏（東和大学国際教育研究所員〉の開発教育研究およびN
G O活動の実践の中からの報告にも，常に啓発されてきた。
さらに大学の知的資産のたんなる「公嗣」を超えて， 「平和Jのメッセージを市員へ提供し
つづけている法政平和大学，その代表世話人・尾形憲教授からは欠かさず情報・資料の恵送に
あずかつてきた。そしてまた，地域における自主的な学習の現場であり，私も同朋同行の者と
して参加している鎌倉・市民アカデミアの人びとが発芦する静かな平和への戸は，日常生活の
現場でのかけ替えのない「私の大学」であり「私の学会」であることをも付記しておきたい。
